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春分の日ラージ・布ぞうり

隣のＤＡＩ学院

土の会ラージ・水墨 うた

土の会

モルック体験会

川柳 健康太極拳 吹き矢 ラージ・布ぞうり

土

ふれあい給食（３班）

健康太極拳 吹き矢・版画

体育館開放委員会

民児協定例会

サロンコンサート

日 月 火 水 木 金

健康太極拳 手芸 ラージ・水墨 うた

（公民館研究指定事業）

健康太極拳土の会

健康太極拳

社会福祉部会

切り絵

土の会 ノルディック

ふれあい給食（４班）

公民館だより等配布

ノルディック

シニアクラブレクレーション

手芸

男のクラブ

おがもPMC

となりのこうみんかんクラブ

更生保護女性会総会

※講座等で公民館職員が不在の場合があります。

ご理解お願いします。

倉吉市小鴨公民館発行 令和３年３月１日No.366

倉吉市中河原772-6 TEL  28-0964   FAX  28-6034

Email  koogamo@ncn-k.net

http://www.ncn-k.net/koogamo/

開館時間：月～金 午前9時～午後5時

＊生涯学習のマスコット「マナビィ」

生涯学習の「学ぶ」とみつばちの「Bee」を

合わせ、「マナビィ」と名づけられました。

(もくじ) 1ページ：今月のお知らせ ほか 4ページ：今月の行事予定ほか

２・3ページ：先月の様子、小鴨地区自治公民館協議会より、住民体力つくり振興会より、川柳、笑顔だよりほか

なごもう会

8・22日（月）

HP用メール用 ブログ用

ラージ：ラージボール同好会 毎週木曜日午後1時30分～3時

手芸：手芸同好会 第2・4水曜日 午前10時～午後3時

水墨：水墨同好会（日本画） 第2・4木曜日 午後1時30分～3時

土の会：陶芸同好会 第2・4土・日曜日 午後2時～4時

川柳会：小鴨川柳会 第1月曜日 午後1時30分～3時30分

健康太極拳：太極拳 毎週火曜日午前10時～11時30分

布ぞうり：布ぞうりクラブ 第1・3木曜日 午前10時～12時

版画：版画クラブ 第3水曜日 午後1時30分～3時30分

切り絵：切り絵を楽しむ会 第4か第5火曜日 午前10時～12時

ノルディック：ノルディック・フレンズ 第2・4月曜日 午前10時～11時30分

うた：ぷち・カナール（コーラス） 第2・4金曜日 午後1時30分～3時

吹き矢：スポーツ吹き矢を楽しむ会 第1・3水曜日 午後1時30分～3時

ク
ラ
ブ
・
同
好
会
の
予
定

＊予定されている行事、事業、活動等が変更され

る場合があります。ご理解いただきますようよろし

くお願いいたします。

男のクラブ「カフェ」 時間内でしたら、いつ来られてもよいで

すので、お気軽にお越しください。

(参加費：コーヒー１００円)

午前10時～11時30分 小鴨公民館にて

※おちゃめクラブ「抹茶席」はお休みしています。

9月より水曜日に変更

三密を避けながら開催中！

３/17

（水）

小鴨地区振興協議会よりお知らせ

倉吉室内合奏団コンサート

隣のＤAI学院企画「ＳＤＧｓ持続可能な開発目標」

日時：３月１９日（金）午前１0時～11時30分
場所：小鴨公民館・やまびこ人権文化センター

講師：毛利 葉さん（公益財団法人鳥取県地域活性化センター常務理事事務局長）

日時：3月7日(日) 午後2時開場/午後2時30分開演

場所：小鴨公民館・やまびこ人権文化センター

新型コロナウイルス感染症感染予防に配慮して開催しま

す。マスク着用等、感染症予防にご協力をお願いします。

入場無料ですが、入場整理券が必要です。

（入場整理券は小鴨公民館にあります。）

３/７

（日）

表彰
小鴨地区シニアクラブ協議会が、日本海新聞ふるさと

大賞地域貢献賞を受賞されました

隣のＤAI学院企画です。ＳＤＧｓって、持続可能な開発目標って

どんなことでしょうか。興味のある方はお越しください。申し込みは不要です。

ちょっと体を動かしませんか「モルックに挑戦」

日時：３月２６日（金）午前１0時～1２時
場所：小鴨公民館・やまびこ人権文化センター

「しゃぼん玉」一緒に観ませんか

日時：３月３０日（火）午後１時～３時
場所：小鴨公民館・やまびこ人権文化センター

小鴨地区更生保護女性会の企画です。

申し込みは不要ですので興味のある方はお越しください。

あらすじ

親の愛情を知らずに育ち、女性や老人だけを狙っ

た通り魔や強盗傷害を繰り返してきた伊豆見翔人

（林遣都）。人を刺し逃亡途中に迷い込んだ宮崎県の

山深い椎葉村でケガをした老婆スマ（市原悦子）を助

けたことがきっかけで彼女の家に寝泊まりするように

なった。はじめは金を盗んで逃げるつもりだったが、

伊豆見をスマの孫だと勘違いした村の人々に世話を

焼かれ、山仕事や祭りの準備を手伝わされるうちに、

伊豆見の荒んだ心に少しずつ変化が訪れた…

「モルック」…聞き慣れない競技とは思いますが、木の棒を投げて、数字が書いてある

木の棒を倒し点数を競うものです。体力よりも戦略が必要なスポーツです。

ちょっと体験してみませんか。

自治公民館協議会・体力つくり協議会からのお知らせ

新型コロナ感染防止の為、

下記の行事が中止・延期となりました。

【自治公民館協議会】

○役員研修会（総務部／３月予定）・・・中止

○地区敬老会（社会福祉部／４月予定）・・・延期

【体力つくり協議会】

○卓球交流会（３月予定） ・・・中止

映画
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（会長） 林　達夫 （副会長） 山根　誠 石田正紀 （監査委員） 西嶋尊昭 竹尾征二

（敬称略）

町区名 館長 総務部 環境部 社会福祉部 生活文化部 体育部 交通消防部

富海 林　圭之助 ★藤原光博 牧田　徹 小原定規 中合正彦 小川敦司 前田祐治

下大江 竹尾征二 澤村憲一 岡本幹男 山田喜雄 ★山﨑宣子 小原孝雄 宮脇哲也

東鴨新町 川口義人 川上佳恵 岩本泰治 金村一郎 川島敏則 武本　仁 西垣博司

長坂新町 米廣正人 山根　剛 杉谷哲治 渡部加奈恵 山下孝次 ◎足立貴啓 生田みゆき

長坂町 山根　誠 杉島和徳 森　富美子 ○田中久子 鳥飼延弘 ― 髙橋保雄

弓削 谷口　明 ― ― ○堀　東 ○青木千秋 ― ―

大宮 蓑原　誠 ◎石橋直志 黒川英明 山田　淳 岡本直己 ― ★牧原孝義

岩倉 林　達夫 林　輝彦 舟木寿行 林　博子 林　修二 山下慎也 舟木寿行

小鴨 西嶋尊昭 河本秀幸 細川敦男 谷本弓美子 美船　操 森　光明 佐々木則道

中河原二 森　和夫 河本博美 ★高見和史 森　博己 ◎下吉秀幸 森　主税 中本智浩

中河原 北村秀徳 中村靖志 中井丈拡 竹部せい子 植波真弓 伊藤健一 ○黒川結一

生田 山本和雄 田村　剛 桑本洋志 豊永隆志 福田茂幸 冥加哲雄 矢城幹也

打吹団地 西村修治 ○宮脇昌人 三井あゆみ 上野紀誉子 花池泰徳 ★藤田洋史 岩野竜二

丸山町 増田孝二 尾崎知幸 小谷修一 古澤英雄 水谷　均 植田大祐 ◎清水義三

西倉吉町 石田正紀 西村志朗 谷口　聡 田上智彰 山涌敏秋 滝澤　明 日高幸雄

福守町 木地谷和夫 小林憲広 松本悠司 ◎小谷和男 原田真吾 石賀康丈 中野　誠

鴨川町南 佐々木孝治 山口宗宏 谷口一弘 坂口　康 小谷保則 ○荒木慎一 黒川修一

鴨川町 山本健介 岸原千恵 藤原祐也 ★吉村勇弥 山方ちはる ― 竹内美紀

北野住宅 小林浩二 ― ― 田中大樹 伊佐田祥一 ― ―

北野 石原修司 篠岡賢輔 ○石賀　陽 生石達雄 櫨　誠也 森本　裕 山根政美

天神野 宮脇久翁 上田　誠 岸下恒夫 大川砂幸 杉本圭市 ― 田村博志

西鴨 古田千明 山本明浩 ◎古田年幸 山本　稔 ○澤田昭子 ― 田村和人

北村秀徳 谷口　明 西村修治 林　圭之助 石原修司 森　和夫担当常任委員

令和３年小鴨地区自治公民館協議会役員です。

◎部会長　○副部会長　★幹事 

２月の様子 公民館主催事業や、各種団体の活動を紹介しています。
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おがも川柳会

２月19日(金)

２月19日(金)

カーシェアリング車両引き渡し式

２月17日(水)

～隣のＤAI学院

小鴨公民館笑顔だより

よろしくお願いします。

小鴨地区住民体力つくり振興会より

令和3年の役員です。よろしくお願いします。

（会長）林 達夫

（副会長）増田孝二、小原勝美、足立貴啓

（常任委員長）宮本皓介

（副常任委員長）養水 清、木地谷和夫 （敬称略）

2月は節分～男のクラブ

２月24日(水)

倉吉チャンポン試作
～小鴨地区食生活改善推進員会

地域で活動している「さ

くら会」のみなさんと一緒

に、楽しく踊って体を動か

しました。

三寒四温のこの頃です。体調管理に気を付けないといけませんね。新型コロナ感染症のワク

チンが国内にも輸入されるようになり、いよいよ接種が始まります。早く安心して暮らせるよう

になってほしいと願っています。

健康推進課の森保健師さん指導のもと、ちょっと

体を動かしました。

節分は過ぎてしましましたが、2月と

いうことで鬼さんも登場しました。

ココロ・ワクワク リズムにのって

小鴨シニアクラブが取り組

んでいる「ハガキ出し運動」

を題材にした紙芝居「UFO

チャンポン」に登場する「チャ

ンポン」を試作しました。

試作品。今後、改良を重ねる

予定です。

◇ 日本海新聞ふるさと大賞 おめでとうございます！

2月20日、地域発展の活動やスポーツ振興に貢献された個人や団体を顕彰する「日

本海新聞ふるさと大賞2020」で、小鴨地区で活躍されている方々が表彰されました。

おめでとうございます。ヽ(^o^)丿

地域貢献賞に小鴨シニアクラブ協議会（代表 北村隆雄さん）の「ハガキ出し運動」での活動、

音訳ボランティアグループありんこ(代表 廣谷静枝さん)の視覚障害のある方への「ありんこだ

より」の長年発行が評価されています。

スポーツ功労賞では、カヌーの日本ジュニア・ジュニアユース小松大会カヤックシングル500

ｍで準優勝、同200ｍで3位に入った倉吉総産高2年の長尾葉花さん、また、全国高校選抜大会で

準優勝した倉吉西高弓道部女子団体の一員だった西古愛唯さん、受賞おめでとうございます。

コロナ感染予防に行いながら、今月も元気に開館しますので、皆様お立ち寄りいただきご意見

をお聞かせください。

◇ おがもコミュニティカーシェアリング 活動開始！

2月19日、日本カーシェアリング協会から車両を借り受けました。日本海新聞

（2/20）の紙面にも掲載されたとおり４月末まで試験運行予定となっています。

早速、22日に予約が入りボランティアドライバーの安全運転で運行されています。支え合い

の輪が広がっていくことを願っています。

炭坑節。「掘って～掘って～担いで担いで～」

日本カーシェアリング協会代表理事

吉澤さんよりゴールデンキーの贈呈
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